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 「荻須高徳とモーリス・ユトリロ ―魅せられし街並み―」開催のお知らせ 

ギャルリーためなが東京 9 月 5 日（土）から 9 月 27 日（日）まで 

 

 

 

 

 

 

 

ギャルリーためなが東京では、9 月 5 日（土）から 9 月 27 日（日）まで、「荻須高徳とモーリス・ユトリロ ―魅

せられし街並み―」を開催いたします。 

生涯のほとんどをフランスで過ごし、人々の暮らしの息づく街並みを描き続けた荻須高徳（1901–1986）。一方、

フランスで生まれ育ち、モンマルトルの石壁や街角を詩情豊かに描き続けたモーリス・ユトリロ（1883–1955）。

本展では、20 世紀前半という同時代に、パリを中心とした街並みと、現在も変わらぬ情景をそれぞれ独自の視点

で描いた二人の巨匠による油彩画約 25 点を展覧いたします。 

本展の「魅せられし街並み」の舞台は、モンマルトルなどのパリ市街にとどまりません。四季折々の表情を見せる

のどかなフランス郊外の風景から、水と光が織りなすヴェニスまで、二人の巨匠が魅了された多彩な景色が一堂に

会します。地域ごとに異なる光の色彩や建築の質感、そしてそこに流れる独特の空気感まで、それぞれの画家が愛

した旅の軌跡をご堪能いただけます。 

ギャルリーためながの創業者・爲永清司は、1957 年に荻須と出会い、1986 年に荻須が 84 歳で世を去るまで、展

覧会の開催や画集の出版などを通じて深く温かな交友を育みました。当画廊ではこれまで、「荻須とモンマルトル

展」（1987 年）や「生誕 120 年 荻須高徳」（2021 年）など、12 回の個展を含め 40 回を超える展覧会を開催してま

いりました。また、画商ポール・ペトリデス氏とも親交の深かった爲永は、その交友を通じて 1967 年に欧米の美

術館やコレクターから選りすぐりの名品約 150 点を集結させ、日本初となるユトリロの大回顧展（毎日新聞社主

催）を企画・開催しました。この展覧会は日本の美術界に大きな反響を呼び、ユトリロ芸術の紹介に重要な役割を

果たしました。 

本展は、荻須とユトリロ両作家の紹介に永く取り組んできた当画廊の歩みの元、実現した特別な展覧会です。芸術

の秋を彩るこの貴重な競演を、ぜひ会場にてご高覧賜りますようご案内申し上げます。 

モーリス・ユトリロ「モンスニ通り」57 × 78 cm

モンスニ通り」57 × 78 cm 

荻須高徳「カフェ･バー」81 ×65 cm モン

スニ通り」57 × 78 cm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ギャルリーためなが  

ギャルリーためながは 1969 年、銀座にて印象派から現代美術までを扱う

画廊として創業し、以来半世紀に渡り国内外の美術館及び蒐集家に名品

の数々を紹介してまいりました。1971 年にパリと大阪、2021 年に京都に

開廊し、2025 年 9 月には発祥の地・銀座から新たなアートの発信地とし

て展示スペースを従来の 3 倍に広げ、南青山・骨董通りに移転いたしま

した。現在は各画廊においてヨーロッパに限らず世界中から集まる作家

達の作品を展覧し、特に最近は日本人作家の作品を見せる機会も増えて

おり、美術業界において大きな役割を担っています。 

 

 

 

モーリス・ユトリロ / Maurice UTRILLO 

1883 年生まれ。女流画家シュザンヌ・ヴァラドンの私生児として生まれる。1901

年頃からアルコール依存症の治療の一環として独学で絵画の練習を始める。初

期の作品は印象派のシスレーの影響が強い作風であったが、20 代後半にかけて、

独特な白い絵の具を用いてモンマルトルの壁や建物を描いた作品は 「白の時代」

として高い評価を受ける。1910 年代後半からは黒い輪郭線と緑やオレンジなど

の明るい色彩を用いたスタイルに移行。1919 年の個展で大成功を収め、パリ画

壇の寵児となる。1928 年、フランス政府よりレジオン・ドヌール勲章シュヴァ

リエ章を授与された。1955 年に 71 歳で死去した。 

荻須 高徳 / Takanori OGUISS 

1901 年生まれ。川端画学校、東京美術学校西洋画科に学ぶ。佐伯祐三の勧めで

1927 年に渡仏、翌年にはサロン・ドートンヌに入選する。1940 年に戦況悪化の

ため帰国を余儀なくされるが 1948 年には戦後日本人画家としては初めてフラ

ンスへ入国を許可される。1956 年にレジオン・ドヌール勲章、1981 年に文化功

労章、1986 年に文化勲章を受章。ヨーロッパの街並みを好んで描いた。初期の

作品は荒々しいタッチのものが多いが、彼の死後は大胆な構図を温かみのある

色調で描く荻須独自のスタイルを確立した。 

 

【展覧会情報】 

「荻須高徳とモーリス・ユトリロ ―魅せられし街並み―」 

会期：2026 年 9 月 5 日（土）～ 9 月 27 日（日） 

会場：ギャルリーためなが東京 

東京都港区南青山 6 丁目 5-39 

時間：月-土 11：00 - 19：00 / 日・祝 11：00 - 17：00 

公式サイト：www.tamenaga.com 

 

【お問い合わせ】  

ギャルリーためなが  

東京都港区南青山 6 丁目 5-39 

TEL： (03)3573-5368 

E-mail：c.kameda@tamenaga.com 

担当：亀田 


